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議
案
は
、こ
の
よ
う
に 

審
議
さ
れ
ま
す 

市長や議員 
が提出 

本
会
議
で
議
案 

の
提
案
説
明 

委
員
会
審
査 

議
案
に
対
す
る
質
疑 

本
会
議
で
委
員
会
の 

審
査
結
果
を
報
告 

報
告
に
対
す
る
質
疑 

討
　  

論（
賛
成

反
対
） 

採
　  

決（
可
決

否
決
） 

所
管
委
員
会
に
付
託 

（
審
査
を
委
ね
る
こ
と
） 

 

市長に結果を送付 

意見書は国・県など 
関係行政庁に提出 

委員会で審査をしないもの 

●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本

方
針
に
つ
い
て

　

Ｑ　

公
共
施
設
の
老
朽
化
が
進

み
、
整
備
に
伴
う
財
源
不
足
が
予

想
さ
れ
る
が
、
維
持
管
理
経
費
の

削
減
や
財
源
の
確
保
策
は
。

　

Ａ　

借
地
解
消
の
た
め
、
契
約

の
更
新
時
に
地
権
者
と
買
い
取
り

な
ど
を
協
議
し
、
維
持
管
理
経
費

の
削
減
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

普
通
財
産
の
売
却
な
ど
に
よ
り
、

財
源
を
確
保
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

公
民
館
や
自
治
会
館
の
集

約
化
を
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

Ａ　

建
て
替
え
時
期
の
施
設
が

近
接
し
て
い
る
地
域
の
自
治
会

と
、
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。
今

後
も
地
域
住
民
の
理
解
を
得
な
が

ら
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

学
校
の
プ
ー
ル
を
再
整
備

や
集
約
化
す
る
計
画
は
。

　

Ａ　

学
校
の
プ
ー
ル
は
今
後
策

定
す
る
計
画
で
検
討
す
る
。
当
面

は
必
要
に
応
じ
修
繕
し
て
い
く
。

●
小
中
一
貫
教
育
施
設
の
開
設
に

向
け
て

　

Ｑ　

小
中
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

Ａ　

中
学
校
へ
の
進
学
時
に
適

応
で
き
ず
、
不
登
校
と
な
る
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
の
緩
和
や
教
職
員
に
よ

る
指
導
方
法
の
向
上
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
。
一
方
、
中
学
校
の
新
鮮

さ
が
喪
失
し
、
人
間
関
係
が
固
定

化
す
る
懸
念
が
あ
る
。

　

Ｑ　

実
施
す
る
地
域
へ
は
、
ど

の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

　

Ａ　

本
年
度
、
具
体
的
に
検
討

し
、
試
行
す
る
中
学
校
区
に
は
学

校
便
り
な
ど
で
周
知
を
図
る
。

公
共
施
設
の
機
能
集
約
や
統
廃
合

に
よ
る
適
正
配
置
の
進　
 �
は

志
政
あ
や
せ 

青
�　
　

愼

●
（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

　

Ｑ　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
、

市
に
ふ
さ
わ
し
い
玄
関
口
と
な
る

よ
う
、周
辺
地
区
計
画
に
お
い
て
、

風
俗
施
設
や
射
幸
心
を
あ
お
る
施

設
の
立
地
を
規
制
し
な
い
か
。

　

Ａ　

県
道　

号
線
の
西
側
は
、

４２

住
宅
や
共
同
住
宅
、
倉
庫
業
倉
庫

を
、
東
側
は
、
ぱ
ち
ん
こ
屋
や
ラ

ブ
ホ
テ
ル
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

施
設
を
制
限
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

Ｑ　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

後
に
、
周
辺
地
域
で
交
通
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
、
大
型
車
両
の
進

入
規
制
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
。

　

Ａ　

新
た
に
規
制
を
設
け
る
場

合
は
、
地
域
で
の
合
意
形
成
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
合
意
後
に
、
大

和
警
察
署
へ
上
申
し
て
い
く
。

●
「
綾
瀬
市
業
務
継
続
計
画
」
に

つ
い
て

　

Ｑ　

計
画
が
５
年
間
見
直
さ
れ

て
い
な
い
が
、
大
規
模
地
震
が
発

生
し
た
際
、
計
画
ど
お
り
の
対
応

が
可
能
と
考
え
て
い
る
か
。

　

Ａ　

非
常
時
優
先
業
務
の
実
施

方
法
や
他
自
治
体
か
ら
の
支
援
に

関
し
、
対
応
が
困
難
な
部
分
が
あ

る
た
め
、訓
練
で
課
題
を
発
見
し
、

職
員
の
意
識
啓
発
を
図
り
た
い
。

　

Ｑ　

計
画
の
実
効
性
を
担
保
す

る
た
め
、
訓
練
を
行
い
、計
画
、実

行
、評
価
、改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
見
直
し
を
し
て
は
。

　

Ａ　

実
際
の
訓
練
は
、
職
員
の

参
集
訓
練
に
と
ど
ま
る
が
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
の
見
直
し
は
有

効
と
考
え
る
。今
後
、訓
練
で
課
題

を
発
見
し
、見
直
し
を
図
り
た
い
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
地
区
計
画
を

あ
や
せ
未
来
会
議　

石
井　

麻
理

●
落
合
吉
岡
の
区
画
整
理
事
業
の

反
省
点
は

　

Ｑ　

深
谷
・
落
合
区
画
整
理
事

業
で
の
調
査
か
ら
、
現
在
ま
で
に

要
し
た
事
業
費
の
総
額
は
。

　

Ａ　

深
谷
・
落
合
地
区
及
び
吉

岡
・
西
部
地
区
で
は
、
調
査
設
計

費
な
ど
が
約
１
億
５
千
万
円
で
、

落
合
・
吉
岡
地
区
で
は
、
区
画
整

理
組
合
設
立
準
備
会
へ
の
助
成
金

が
約
７
千
９
０
０
万
円
で
あ
る
。

●
交
通
渋
滞
解
消
に
向
け
て

　

Ｑ　

市
内
の
交
通
渋
滞
箇
所
を

ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

Ａ　

市
総
合
都
市
交
通
計
画
に

お
い
て
、
幹
線
道
路
な
ど
の
混
雑

度
を
示
し
て
い
る
が
、
特
に
県
道

　

号
線
、　

号
線
、
早
川
本
蓼
川

４０

４５

線
で
慢
性
的
な
渋
滞
区
間
を
抱
え

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

●
自
転
車
の
安
全
運
転
に
つ
い
て

　

Ｑ　

自
転
車
通
勤
の
職
員
や
教

職
員
に
対
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
を
呼
び
掛
け
な
い
か
。

　

Ａ　

県
条
例
で
は
、
自
転
車
の

安
全
で
適
正
な
利
用
に
関
し
、
事

業
者
が
教
育
及
び
啓
発
に
努
め
る

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
職
員
や
教

職
員
へ
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

●
河
川
の
洪
水
対
策
に
つ
い
て

　

Ｑ　

国
は
、
蓼
川
へ
の
雨
水
流

入
対
策
の
た
め
に
、
厚
木
基
地
内

で
調
整
池
の
整
備
工
事
を
行
っ
て

い
る
が
、 
進 しん 　
  �
状
況
は
。

ち
ょ
く

　

Ａ　

左
岸
下
流
域
で
は
、
完
成

し
た
調
整
池
へ
の
排
水
設
備
工
事

を
令
和
２
年
３
月
末
に
、
右
岸
中

流
域
で
は
、
調
整
池
の
工
事
を
４

年
３
月
末
に
完
成
予
定
で
、
排
水

設
備
は
計
画
中
と
聞
い
て
い
る
。

落
合
・
吉
岡
土
地
区
画
整
理
事
業

に
要
し
た
事
業
費
の
総
額
は

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男

●
我
が
市
の
文
化
財
保
護
・
整
備

に
つ
い
て

　

Ｑ　

目
久
尻
川
文
化
ゾ
ー
ン
構

想
内
の
文
化
財
は
、
ど
の
よ
う
に

保
存
状
況
を
確
認
す
る
の
か
。

　

Ａ　

市
指
定
文
化
財
は
、
所
有

者
な
ど
か
ら
年
度
ご
と
に
報
告
を

受
け
て
い
る
。
他
の
文
化
財
は
体

系
的
に
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、

史
跡
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

と
協
働
し
、把
握
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

文
化
ゾ
ー
ン
構
想
の
取
り

組
み
は
、
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
向
上
に
つ
な
が
る
。
遊
歩
道
を

整
備
し
、
川
沿
い
の
美
し
い
自
然

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

　

Ａ　

遊
歩
道
の
転
落
防
止
柵
や

路
面
の
改
修
を
行
い
、
休
憩
用
ベ

ン
チ
の
設
置
を
検
討
す
る
。
川
沿

い
に
は
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
が
生
息
し

て
お
り
、
自
然
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
。

　

Ｑ　

文
化
ゾ
ー
ン
構
想
を
さ
ら

に
進
め
、
文
化
を
大
切
に
す
る
取

り
組
み
を
市
全
域
に
広
げ
て
は
。

　

Ａ　

文
化
ゾ
ー
ン
構
想
の
取
り

組
み
を
参
考
に
、
将
来
的
に
は
市

内
全
域
の
文
化
財
に
焦
点
が
当
た

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

●
認
可
外
保
育
施
設
の
安
全
確
認

市
内
の
文
化
財
保
護
や
目
久
尻
川

文
化
ゾ
ー
ン
構
想
の
状
況
は

新
政
会　
　
　

笠
間　
　

昇

に
つ
い
て

　

Ｑ　

保
護
者
が
保
育
所
な
ど
を

探
す
際
、
認
可
施
設
と
認
可
外
施

設
の
違
い
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
の
か
。

　

Ａ　

子
育
て
情
報
サ
ー
ビ
ス
か

な
が
わ
で
、
県
内
保
育
施
設
の
情

報
を
確
認
で
き
る
。
本
年
度
に
、

国
が
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　   
ち
ょ
く

　   
し
ん

●
幼
児
教
育
無
償
化
に
対
す
る
本

市
の
対
応
に
つ
い
て

　

Ｑ　

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化

の
対
象
と
な
る
範
囲
は
。

　

Ａ　

認
可
保
育
所
や
施
設
給
付

型
幼
稚
園
な
ど
を
利
用
す
る
３
歳

児
か
ら
５
歳
児
ま
で
と
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
２

歳
児
の
保
育
料
が
無
償
と
な
る
。

　

Ｑ　

無
償
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

Ａ　

６
月
に
県
か
ら
説
明
が
あ

り
、
新
し
い
内
容
も
含
め
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。
給
食
費
の
実
費

徴
収
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
は
、

県
内
の
自
治
体
で
検
討
部
会
を
設

置
し
、
調
整
・
検
討
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

無
償
化
の
実
施
ま
で
期
間

が
短
い
が
、
事
業
者
や
市
民
に
ど

の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

　

Ａ　

保
育
所
な
ど
に
は
随
時
必

要
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
施
設

利
用
者
に
は
施
設
を
通
し
て
周
知

し
、
そ
れ
以
外
の
方
に
は
７
月
に

個
別
通
知
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

●
（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

設
置
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
の 
進 しん 　
  �
ち
ょ
く

状
況
に
つ
い
て

　

Ｑ　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

地
区
は
、
生
活
道
路
の
交
通
安
全

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
の
対
象

範
囲
と
取
り
組
み
の
状
況
は

新
政
会　
　
　

比
留
川
政
彦

確
保
に
重
点
を
置
い
た
整
備
が
望

ま
れ
る
が
、
状
況
は
ど
う
か
。

　

Ａ　

各
地
区
の
実
情
に
合
っ
た

整
備
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
寺

尾
釜
田
・
寺
尾
西
地
区
は
整
備
が

完
了
し
、
住
民
と
の
意
見
交
換
に

よ
り
必
要
に
応
じ
て
改
善
し
て
い

る
。
小
園
早
川
地
区
は
、
平
成　
３０

年
度
か
ら
整
備
し
て
お
り
、
本
年

度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。バラが咲いていました＜光綾公園にて＞

市の木「やまもみじ」


